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様式第 3号 (第 3条関係)

公文書一部公開決定通翻書

1

|

|

l

_|

人 第 4

令和元年 1

19号

.ヽ

福井県知事 杉本

令和元年 11月 25日付けで請求のあった公文書の公開について、福井県情報公

条第 1項の規定により、次のとおり公文書の一部を公開することを決定したので通知します。
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1 公文書の公開を受ける際には、この通知書を係員に提示してください。
※印の欄は、公開しない部分について、公開できるようになる期目があらかじめ明らかで

あるときに記入してあります。
の 場ゝ合に かじめ担当課 ( して だ さ

―

．
　

ヽ
、

2

3 ヽ。

公 文 書 の 名 称 別紙のとおり

公 開 し な い 部 分 別紙のとおり

公 開 しな い理 由 別紙のとおり

※

公開しない部分を公開するこ

とができる期日および範囲

一年 一月

(範囲)一
一日 (こ の日以降に改めて請求してください。)

公 開 の実 施 の方 法
□ 閲覧

□ その他 (

■ 写しの交付

)

公 開 の
｀

日 時 令和元年/2月 2夕 日 午前 ノ時 ごθ分から

公 開 の 場 所 県政情報センター (福井県庁 1階)

担 当 課 (所 ) 総務部人事課人事グルニプ

0776-20-0241)
備 考

この決定の取消しの訴えは、この決定のあったことを知つた日の翌日から起算して 6か月以
内に、福井県を被告として提起しなければなりません。この場合において、福井県を代表する
者は福井県知事となります。

1の審査請求をした場合のこの決定の取消しの訴えは、 2にか
する裁決のあったことを知った日の翌日から起算して6か月以内

1

2

3

た

以

の ヤ の不 ある ののは 、 決定 あ つ と つを知 た 翌の か日 つ てし 3 か 月

に 、内 県知事に対し を福井 て 求審査請 す る
し
て■_ まができ す

かわらず、その審査請求に対
に提起しなければならなしヽこ

ととさ ています
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別紙

〓ｒ
ヽ

番

号 公開しない理由

氏名、

の

よ 下記理由1および

下記理由3および
○

。調査員の署名および
個人印の印影 (職員以
外の者に限る。)

下記理由1

町元高浜 生 豊
口 百会報

1 2 1( 日 よの根拠お1月
β」=
「ヽコ 開発田 るヽにかカ欄 1契約状

況調 土本部]

○

(

会報
週
=童口 官

2 日1 の根拠およ
田 にかカゝる発総 契約状

○

4

かる契約状況調 [

21日

5 1月 21日 発表)の根拠およ
(随時監査結果報告書)

委員関係調査 会報
生 壼
口 育

1

て、公にするこ1と により、当該法人の権利、競争上の
害するおそれがあるため
条第 5号に該当
を受けて、公にしないことを条件として任意に提供した
ける通例として公にしないこととされているものその他
が当該情報の性質、当時の状況等に照らして合理的で

理由 3:

理由4: に該
′情報

当

れ が

,・′ヽ キ、
ヤヽ_イ0

条第 7号

とにより、当該事務に関する
ぼすおそ

であって、公にするこ
を及 あるため

7条第 1号に該当理由 1:

理由 21:

の

あ
を付すること
られるため

って、特定の個人を識別することができるため
7条第2号に該当

・ t

●

公文書の名称
開

●
Ｆ
・

ゴ
ブ

開

公開しない部分

・調査対象者の回答内
1

料

高浜町元助役

属分])

高浜町内の警備会社
称

下記理由2

該条件
と認め

当

る

に係る



調査年月日 *fn ;, F ro E ,l B 調査員 彿

調査対象者 現職 氏 名

高浜町元跡役との関

連が想定される職歴

×委員会記載

高浜町元助役との

関係 .・ 接点

(就任あいさつ等の

慣行事項の有無など)

(関係・接点の内容)

高浜町元助役からの

金品授受等の有無 .場所、状況、授受等の内容、請託の有無、 応など)

県行政への影響

(高 浜 町元助役か ら

の県施策への要請の

有無、県発注工事 。契

約の状況など)・

(具体的な内容)

他職員 に関する情報

(金品授受等の目撃、

他職員からの相談履

歴など)

(具体鵜な内容)´

調査事案に係る調査

対象者の所感

(高 浜町元助役の印

象等を含む)

、ヽ

【調査対象者 署名・押印欄〕

上記のとおり証言したことを証明する

令和元年/θ 月♪/日

高浜町元助役関係調査様式

【調査員 署名・押印欄】

上記のとおり証言があつたことを証明する

令和元年 /θ 月 Dノ 日
,          ′″ィ」

｀`
、氏名 ″こ11:イ _(31氏名



高浜町元助役との関係に関する調査票

貴殿が県職員として在職されていた期間における高浜町元助役・森山栄治氏との関係
等に関して、次の質問にご回答ください_

※該当する回答に○印を記入してください。

質問 1 高浜町元助役 。森山栄治氏との関係 。接点はありましたか。
,

に関する助言を乞う など)

「ある」場合、下記の質問にご回答ください。

質問 2 高浜町元助役・森山栄治氏から金品等の授受はありましたか。

(お 中元 。お歳暮等で「儀礼の範囲内」と思われる物も含む)

「ある」場合、下言己2つの質問にご回答ください。

授受の時期や内容、その後の対応をご記入ください。

県の施策等に対する要請を受けましたか。

※該当する回答に○印を記入してください

問 3 金品等の授受を目撃したり、他職員からの相談を受けたことはありますか。

「 ある」場合、下記の質問にご回答ください。

その内容をご記入ください。

◎質問は以上です。ご協力ありがとうございました。

最後に、今回の書面調査への回答について、事実と相違ないことを証明いただくため、
署名・押印をお願いします。

′
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                                     ヽ

|その内容をご記入ください。               |

t                                      j
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